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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成28年5月12日(2016.5.12)

【公開番号】特開2014-185857(P2014-185857A)
【公開日】平成26年10月2日(2014.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2014-054
【出願番号】特願2013-59062(P2013-59062)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｔ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｔ    1/20     　　　Ｌ
   Ｇ０１Ｔ    1/20     　　　Ｅ
   Ｇ０１Ｔ    1/20     　　　Ｇ
   Ｇ０１Ｔ    1/20     　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｔ    1/20     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月18日(2016.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を電荷に変換する光電変換部を有するセンサパネルと、
　前記センサパネルの前記光電変換部の上にあり、前記光電変換部が変換可能な波長の光
に放射線を変換するシンチレータ層と、
　前記シンチレータ層の上にあり、前記シンチレータ層で発生した光の一部を前記センサ
パネルへ向けて反射する反射層と、
　前記シンチレータ層を前記反射層の上から覆う保護層とを備え、
　前記シンチレータ層は前記センサパネルに固定され、
　前記反射層は前記保護層に固定され、
　前記シンチレータ層及び前記反射層が前記保護層及び前記センサパネルによって封止さ
れるように、前記保護層の一部が結合部材によって前記センサパネルに結合され、
　前記シンチレータ層の上面は前記反射層に固定されていない部分を含むことを特徴とす
る放射線検出装置。
【請求項２】
　前記結合部材は、前記反射層及び前記シンチレータ層から離れていることを特徴とする
請求項１に記載の放射線検出装置。
【請求項３】
　前記センサパネルは前記光電変換部が配されたセンサ基板を有し、
　前記反射層の熱膨張係数は、前記センサ基板の熱膨張係数よりも大きく、前記保護層の
熱膨張係数よりも小さいことを特徴とする請求項１又は２に記載の放射線検出装置。
【請求項４】
　前記シンチレータ層の上面の一部は前記反射層に接していることを特徴とする請求項１
乃至３の何れか１項に記載の放射線検出装置。
【請求項５】
　前記シンチレータ層の上面の一部と前記反射層との間に隙間を有することを特徴とする
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請求項１乃至４の何れか１項に記載の放射線検出装置。
【請求項６】
　前記シンチレータ層は、柱状結晶の集合体を含み、
　前記柱状結晶の集合体のうち一部の柱状結晶の先端が前記反射層に埋め込まれているこ
とを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の放射線検出装置。
【請求項７】
　前記保護層は金属材料を含むことを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の放
射線検出装置。
【請求項８】
　前記反射層は絶縁体であることを特徴とする請求項１乃至７の何れか１項に記載の放射
線検出装置。
【請求項９】
　前記反射層は、粒子状の無機材料と、前記無機材料を保持する有機材料とを含むことを
特徴とする請求項８に記載の放射線検出装置。
【請求項１０】
　前記光電変換部が変換可能な波長のうち少なくとも一部の波長の光について、前記反射
層の反射率は８０％以上であることを特徴とする請求項１乃至９の何れか１項に記載の放
射線検出装置。
【請求項１１】
　前記反射層は、前記シンチレータ層の上面を覆う第１部分と、前記シンチレータ層の側
面を覆う第２部分とを有し、
　前記第１部分と前記第２部分との間に切り込みを有することを特徴とする請求項１乃至
１０の何れか１項に記載の放射線検出装置。
【請求項１２】
　前記反射層は、前記シンチレータ層の上面を覆う第１部分と、前記シンチレータ層の側
面を覆う第２部分とを有し、
　前記保護層と前記反射層との間に、前記反射層の前記第２部分を、前記第２部分で覆わ
れる前記シンチレータ層の側面に向けて押さえる浮き防止部材をさらに有することを特徴
とする請求項１乃至１１の何れか１項に記載の放射線検出装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２の何れか１項に記載の放射線検出装置と、
　前記放射線検出装置によって得られた信号を処理する信号処理手段と
を備えることを特徴とする放射線検出システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　上記課題に鑑みて、本発明の１つの側面に係る放射線検出装置は、光を電荷に変換する
光電変換部を有するセンサパネルと、前記センサパネルの前記光電変換部の上にあり、前
記光電変換部が変換可能な波長の光に放射線を変換するシンチレータ層と、前記シンチレ
ータ層の上にあり、前記シンチレータ層で発生した光の一部を前記センサパネルへ向けて
反射する反射層と、前記シンチレータ層を前記反射層の上から覆う保護層とを備え、前記
シンチレータ層は前記センサパネルに固定され、前記反射層は前記保護層に固定され、前
記シンチレータ層及び前記反射層が前記保護層及び前記センサパネルによって封止される
ように、前記保護層の一部が結合部材で前記センサパネルに結合され、前記シンチレータ
層の上面は前記反射層に固定されていない部分を含むことを特徴とする。
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